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ダイズわ い 化病の発生生態 と 防除 に 関す る

最近の研究動向
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独立行政法人農業技術研究機構中央農業総合研究 セ ン タ 一 本

は じ め に

ダ イ ズ わ い 化病 は 1 950 年代 に 北海道南部 で発生 し 始

め ， 当 初 は 生現障害 と 思わ れ て い た が， 玉 田 ら ( 1 969)

に よ っ て ア ブ ラ ム シ が媒介す る ウ イ ル ス 病であ る こ と が

明 ら か に さ れ た 。 そ の 後 1970 年代 に は北海道全域 で 多

発 し ， 東北地方北部 (青森県 と 岩手県北部) で も 発生 し

て い る こ と がわ か っ た ( 玉 田 ， 1975) 0 1980 年代 に は，

東北地方各地 で わ い 化症状株が確認 さ れ始 め ， 1990 年

に は 東北 6 県 す べ て でわ い化病の 発生が確認 さ れた (御

子柴 ら ， 1990) 。

本病 に 感染 し た ダイ ズ は株全体がわ い 化 し ， 縮葉， 脈

問黄化 な どの症状が現れほ と ん ど結実 し な い。 病原の ダ

イ ズ わ い 化 ウ イ ル ス (SbDV) は ル テ オ ウ イ ル ス 科

(Luteoviridae) に 属 し ， ア ブ ラ ム シ に よ っ て 永続 的 に

媒介 さ れ る が虫体 内 で は増殖せ ず， 媒介様式 は 循環型

非増殖型で あ る 。 SbDV の ウ イ ル ス 源 は シ ロ ク ロ ー パ な

ど の マ メ 科牧草で， そ こ で獲得吸汁 し た ア ブ ラ ム シ (保

毒虫) に よ っ て ダ イ ズ 圃 場 へ と 媒 介 さ れ る (図 1 ) 。

SbDV な ど の ル テ オ ウ イ ル ス は 媒介者特異性が高 く ， 媒

介 ア プ ラ ム シ の 種類 は 限 定 さ れ る 。 し た が っ て SbDV

に よ る わ い 化病の分布や発生量 に つ い て 理解す る た め に

は， ウ イ ル ス の性状 に 関 す る 研究 の進展 と 同 時 に 媒介 ア

ブ ラ ム シ の 種類 と 発生生態 の 解明 も 重要 で あ る 。 本稿で

は SbDV に よ る ダ イ ズ わ い 化病 に 関 す る 最近 の研究成
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図 ー 1 ダ イ ズ わ い化病の媒介機構
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果 に つ い て 紹介 し ， ダ イ ズ わ い 化病 の 防除技術 を 確立 す

る 一助 と し た し '0

な お， 関 東 地 方 以 西 で は レ ン ゲ 萎 縮 ウ イ ル ス

(MDV ; Nanovir的、) に よ る ダ イ ズ の わ い 化病 も 発生 し

て い る が， ス ペ ー ス の 関係上本稿で は 割 愛 す る 。 MDV

に つ い て は 佐野 ・ 小島 ( 1 996) の 解説 を 参照 さ れた い。

I 圏 内 で発生 す る SbDV の系統と媒介虫

玉 田 ら の報告以来， SbDV は ジ ャ ガ イ モ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ

ラ ム シ Aulacorthum solani の み が媒介す る と さ れ て き

た が， 御子柴 ら ( 1991 ) に よ っ て エ ン ド ウ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ

ラ ム シ Acyrlhosiphon p九万m が媒介 し ， ジ ャ ガ イ モ ヒ ゲ

ナ ガ ア ブ ラ ム シ に よ っ て 媒介 さ れ な い 新 系 統 の SbDV

が発見 さ れた 。 SbDV に は病徴 と 感染植物が異 な る 2 種

類の系統 (黄化系統 SbDV-Y と わ い 化 系 統 SbDV-D)

が知 ら れて お り ， 黄化系統 は ダ イ ズ に 縮葉 ・ 脈問黄化 な

どの病徴 を 引 き 起 こ し ， シ ロ ク ロ ー パ に感染す る が ア カ

ク ロ ー パ に は感染 し な い。 一方わ い化系統 は ダ イ ズ に 葉

柄 ・ 節聞が つ ま り ， 葉 は 濃緑色で小型 の ま ま 裏面 に 轡 曲

す る 病徴 を 引 き 起 こ し ， ア カ ク ロ ー パ に 感 染 す る が シ ロ

ク ロ ー パ に は 感 染 し な い ( 玉 田 ， 1975 ; DAMsTEE<n. et 
al . ，  1990) 。 御子柴 ら が発見 し た SbDV 系 統 は 病徴 と 感

染植物 に お い て 黄化系統の特徴 を 有 し た の で， エ ン ド ウ

ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ 媒介性黄化 系統 (SbDV-YP) と 呼

ばれ， 従来 の賛化系統 は ジ ャ ガ イ モ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ

媒 介 性 黄 化 系 統 (SbDV-YS) と 呼 ば れ る こ と と な っ

た 。 SbDV-YP は 低 率 な が ら ダ イ ズ ア ブ ラ ム シ Aρhis

glycines に よ っ て も 媒介 さ れ た 。 さ ら に 本 多 ら ( 1 997)

は， SbDV-YP が シ ロ ク ロ ー パで増殖す る ツ メ ク サべ ニ

マ ル ア ブ ラ ム シ Nearc初ρhis bakeげ に よ っ て も 媒介 さ れ

る こ と を 明 ら か に し ， 日 本 国 内 で SbDV を 媒 介 す る ア

ブ ラ ム シ は 4 種類 と な っ た 。 エ ン ド ウ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム

シ と ツ メ ク サ ベ ニ マ ル ア ブ ラ ム シ は い ずれ も シ ロ ク ロ ー

パで増殖す る が， ダ イ ズ に 飛来 す る の は ツ メ ク サベ ニ マ

ル ア ブ ラ ム シ有麹虫が多 く ， エ ン ド ウ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム

シ は極 め て 少 な い の で， SbDV-YP の ダイ ズ へ の媒介虫

と し て は ツ メ ク サベ ニ マ ル ア ブ ラ ム シ の ほ う が よ り 重要

であ る 。

ま た 1997 年 に 岩 手 県盛 岡 市 で採集 し た ツ メ ク サ ベ ニ
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表- 1 ダ イ ズ わ い 化 ウ イ ル ス 4 系統の病徴 と 媒介 ア ブ ラ ム シ ， タ ロ ー パ類への感染性

病徴型 系統1'， 病f政 w介 ア プ ラ ム シ

わ い化系統 DS 系統 mîll\lがつ ま る ジ ャ ;/f イ モ ヒ ゲ ナ ガ

* は ìl;�M色 ア ブ ラ ム シ

wïfï iにf'!11 I1
DP 系Ifk 1ií'i/HI がつ ま る エ ン ド ウ ヒ ゲ ナ ガ

ニ�は波紋色 ア プ ラ ム シ

長聞に f'!111i ツ メ ク ザ ベ ニ マ ノレ

ア プ ラ ム シ

f主化系統 YS 系統 脈I1IlÞ1化

納主L
ジ ャ ガ イ モ ヒ ゲ ナ ガ

ア プ ラ ム シ

Y P 系統 脈11\lf1Ï化

縦í�
エ ン ド ウ ヒ ゲ ナ ガ

ア ブ ラ ム シ

ツ メ ク サベ ニ マ ノレ

ア プ ラ ム シ

( ダ イ ズ ア プ ラ ム シ ) 川

叫 : 媒介↑当e は低い.

マ jレ ア ブラ ム シ有麹虫から， わい化系統の病徴と感染性

を持つ SbDV 分離株が得られ た 。 こ の分離株はエ ン ド

ウ ヒ ゲ ナ ガ ア プ ラ ム シ によっても媒 介 さ れた がジ ャ カ イ

モ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ では媒 介 さ れず， SbDV - Y fコ と媒

介虫特異性については共通で病徴と感染他物が異なるエ

ン ド ウ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ 媒 介 性わい化系統(SbDV

DP ) と考え られた ( 本多ら， 1999 )。

以上の成果をまとめて， こ れまで 日 本国内で確認 さ れ

た 媒 介虫 と病徴 ・ 感染植物が異なる 4 系 統の SbDV に

ついて整理した ものが表ー l である。

J 

0#  

シ ロ ク ロ ノ ぐ ・ ア カ ク ロ ノ ぐ

への感染

ア カ ク ロ ー パ に 感染

シ ロ ク ロ ー パ に ほ と ん ど感染

せ ず

ア カ ク ロ ー パに感染

シ ロ ク ロ ー パ に感染せず

シ ロ ク ロ ー パ に感染

ア カ ク ロ ー パに感染せず

シ ロ ク ロ ー パに感染

ア カ ク ロ ー パに感染せず

� :i: と し てSbDV-YS崎4三

口 上と してS伽YPが発生
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媒 介虫が異なる SbDV 系 統は従来のポ リ ク ロ ー ナ ル

抗体 を使用 し た 酵素結合抗体 法( ELISA ) では判別で

きないた め， 御子柴ら( 1994 ) は SbDV- YS とSbDV

YP にそれぞれ特異的に反応するモ ノ ク ロ 一 ナ ノレ抗体

( MAb ) を新た に開発した。 こ れらの MAb を使間して

岩手 県盛岡市東北良 業試験場のダイ ズ 岡場で発生した わ

い化病発病株の ウ イ jレス系統を検定した と こ ろ， 発病株

の 60% 以上 は YP 系 統で， YS 系 統 は 3 0%以下であっ

た 。 M Ab では判別できない SbDV 感染株もわずかなが

ら認められた ( 本多 ら， 199 6)。 ま た 全国各地から得 ら

れた わい化症状ダイ ズ 株について MAb で検定 し た 結

果， YS に陽 性の反応は岩手県北 部 と青森県， 北海道の

図 2 W介虫が興 な る ダ イ ズ わ い 化 ウ イ ノレ ス (SbDV ) 2 
系統の発J:.分布 (御子柴 ら ， 1 995 よ り 作図)

株からのみ得られ， 逆にそれ以南の地帯では Y P に陽性 ウ イ ノレスと媒介虫の相互関係の面から見ても興味深い現

の反応のみが得られた ( 御子柴ら， 1995 ) ( 1豆ト2) 。 煤 介 象であり， 今後の解明が待た れる。 なお， 現在のと こ ろ

虫のジ ャ ガ イ モ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ とエ ン ド ウ ヒ ゲ ブ ガ YS と Y P に特典的に反応する MAb はそれぞれ DS と

ア ブ ラ ム シ は北海道から九州 まで広く分布しているにも DP に対しても反 応する た め( 本 多 ら， 未 発表 )， 媒 介

かかわらず， 媒介虫が異なる ウ イルス系統がこ のように 虫が共通する ウ イ ノレス系統については MAb を使用した

南北に楼み分けて分布する原因はまだ明らかではなし '0 ELISA で判別することはできない。
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E 海外で発生 す る SbDV の系統と媒介虫

オ ー ス ト ラ リ ア と ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド で 1960 年代 か ら

発生 し た Subterranean clover red Ieaf virus (SCRL V) 

は血清学 的 に SbDV と 同 一 で あ り ， 寄主 範 囲 や 媒介者

特異性 も 良 く 似 て い る こ と か ら SbDV の 系 統 と 見 な さ

れ る こ と に な っ た (ASI I BY and ]OI lNSTONE， 1985) 。

両国 に お い て SbDV の 最 も 重 要 な 媒 介虫 は ジ ャ ガ イ

モ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ で あ る が， シ ク ラ メ ン コ プア ブ ラ

ム シ Neomyzus circumflexus も 媒介可能で あ る 。 ま た ニ

ュ ー ジ ー ラ ン ド で は エ ン ド ウ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ と チ ュ

ー リ ッ プ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ Macros勿hum euphorbiae 

の二種 も ウ イ ル ス を 媒介す る 。 日 本 の わ い化系統や黄化

系統 と 同様， ウ イ ル ス 分離株 に よ っ て オ ラ ン ダ フ ウ ロ ，

ア ル フ ア ル フ ァ ， ギ シ ギ シ， ア カ ク ロ ー パ等 の 植物 に 対

す る 感染性が異 な る (jOI l NSTONE and McLI川， 1 987) 。

ア メ リ カ で も 1980 年代 に SbDV と 極 め て 近縁 な ル テ

オ ウ イ ル ス がマ メ 科牧草か ら 発見 さ れ， 現在で は カ リ フ

オ ル ニ ア と 東部 お よ び東南部 の 諸州 に 広 く 分布 し て お

り ， 同 じ く SbDV の 系統 と 考 え ら れ て い る (D川町rEE(;'1‘

et aI. ， 1995) 。 ア メ リ カ の SbDV は エ ン ド ウ ヒ ゲ ナ ガ ア

ブ ラ ム シ と モ モ ア カ ア ブ ラ ム シ Myzus persicae に よ っ

て 媒介 さ れ， ジ ャ ガ イ モ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ で は媒介 さ

れ な い 。 SbDV を 吸汁 さ せ た ア プ ラ ム シ の微細組織学的

な検討か ら ， SbDV を 媒介 し な い種類の ア ブ ラ ム シ で あ

っ て も ウ イ ル ス は後腸か ら 血体腔へ と 取 り 込 ま れ， 唾液

附属腺の基底層 と 細臨膜の部分で選別 さ れて い る こ と が

示唆 さ れて い る (GILDOW et aI. ， 2000) 。

上記以 外 の 地 域 で の SbDV の 発生事例 と し て は ， シ

リ ア で レ ン ズ マ メ への感染が報告 さ れて い る (MAKKOlll(

et aI. ， 1997) 。

SbDV の存在が最 も 早 く 報告 さ れた 日 本 と オ ー ス ト ラ

リ ア で も ， 発病が記録 さ れ始 め た の は第 2 次世界大戦後

で あ り ， SbDV の 発生起源 は 今 の と こ ろ 明 ら か で は な

い。 こ れ ま で の と こ ろ 中 国 大 陸 や 南米 で は SbDV の 分

YS系統 ( M93- 1 株 ) : 5853nl 1 '7 1 608nl 
ORF2 

YP系統 ( M94・ l 株) : 584 1 nl ORF I 

1 086nl 

1 26m 1 6 1 4nl 

DS系統 ( HS97-琳) : 5708nl 1 /  ORF2 

DP系統 ( M96・ l 株 ) : 5708nl ORFI 
1 086nl 

布 は 報告 さ れ て い な い が， 今後の分布拡大 に つ い て 注視

す る 必要 が あ る 。

皿 ウ イ ル ス ゲ ノ ム の解析と 系統問比較

SbDV の ウ イ ル ス ゲ ノ ム は オ ー ス ト ラ リ ア 分離株で最

初 に 解析 さ れ， 全 ゲ ノ ム RNA は 5861 塩基か ら な り ，

五 つ の 翻訳読 み 取 り 枠 (ORF) に よ っ て 構成 さ れ る こ

と が報告 さ れた ( RATl I JEN et aI. ， 1 994) 。 最近寺 内 ら に よ

っ て 日 本国 内 で発生が確認 さ れた SbDV 4 系 統 の ゲ ノ ム

が 解 析 さ れ， YS は 5853 塩 基， YP は 5841 境 基， DS 

と DP は 5708 塩基の ゲ ノ ム RNA を 持 つ こ と が 明 ら か

に さ れた (寺内 ら ， 1999 ab) o 4 系統 の ゲ ノ ム は オ ー ス

ト ラ リ ア 分離株 と 同様 に 五 つ の ORF か ら 成 り ， DS と

DP ( わ い 化 系 統) の ゲ ノ ム は YS と YP (黄 化 系 統)

に比べて 130 塩基以上短 く ， 塩基数の違 い は両末端非翻

訳領域 と ORF 5 で顕著 で あ っ た ( 図 3) 。 各 ORF お よ

び非翻訳領域 に つ い て 塩基配列 お よ び推定 さ れ る ア ミ ノ

酸配列 を 比較 す る と ， す べ て の ORF に つ い て 同 じ 病徴

型系統間 (DS と DP あ る い は YS と YP) の 相 向 性が，

異 な る 病徴 型 系 統 間 (DS ・ DP と YS ・ YP) の 値 よ り

高 く な っ た 。 と こ ろ が， ア ブ ラ ム シ媒介性 に 関与す る と

考 え ら れ て い る リ ー ド ス ル ー ド メ イ ン (ORF 5) の N

末端側 (261 ア ミ ノ 酸残基) の領域 で は， 同 じ ア ブ ラ ム

シ 媒 介 性 系 統 間 (YS と DS あ る い は YP と DP) の 相

向性が， 異 な る ア プ ラ ム シ 媒介性系統間 (YS と YP あ

る い は DS と DP) の も の よ り 高 い 値 を 示 し (寺 内 ら ，

1999 b ; 寺 内 ・ 兼松， 2000) ， ア ブ ラ ム シ 媒 介 性 ・ 病 徴

型 と ゲ ノ ム 情報の 系統間差が見事 に 一致す る 結果が得 ら

れた。

SbDV ウ イ ル ス ゲ ノ ム の 解析が進ん だ こ と か ら ， 今後

は 異 な る 病徴型系統聞の塩基配列 の 違 い を 利 用 し た プ ラ

イ マ ー の 設計 と RT-PCR 法の利 用 な ど に よ り ， ELISA 

で は 困難 で あ っ た わ い化系統 と 黄化系統の診断が可能 に

な る と 期待 さ れて い る 。 ま た ， こ れ ま で ウ イ ル ス ゲ ノ ム

に 関 す る 情報 が 乏 し か っ た SbDV に つ い て 詳細 な 解析

207nl YS : 650nl 

\ /  
| トORF3 ORF5 

ORF4 YS : 1 566m 
570nl YP : 1 55 1 nl 

�向，7nl

ORF3 ORF5 
ORF4 1 470m 
570nl 

図 - 3 SbDV 4 系統の ゲ ノ ム 構造 (寺内 ・ 兼松. 2000) 
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が行わ れた こ と に よ り ， SbDV の 分類学的な位置づ け が

可能 に な っ た 。 近 い う ち に SbDV を 含 む新 し い 属 の 提

案がな さ れ る 予定 と 聞 い て い る 。

IV 媒介ア ブ ラ ム シ か ら の ウ イ ル ス検 出 と

そ の応用

ダ イ ズ わ い化病の 防除 に 当 た っ て は， 浸透性殺虫剤の

播種時土壌混和 に よ っ て ジ ャ ガ イ モ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ

の増殖を抑 え ， 画場内 で の 二次感染 を 防 ぐ こ と に よ り 一

定 の 効果が得 ら れ る ( 玉 田 ， 1 975 ; 柳 田 ら ， 1978) 。 し

か し北海道十勝地方 な ど で は ， わ い化病の感染率 は 土壌

施用 し た 浸透性殺虫剤の効果が出 な い 発芽初期 に 飛来 し

た保毒虫 よ る 一次感染 に よ っ て 決 め ら れ て お り ， こ れ を

防除す る た め に は殺虫剤の茎葉散布が必要 と な る (大久

保 ・ 花 田， 1992 ) 。 ダ イ ズ 園場 に 飛来 す る 保毒虫数 は 場

所や年次 に よ っ て 変化す る と 予想 さ れ， 発芽初期 の茎葉

散布が常 に 必要 な わ け で は な い。 し た が っ て 圃場 に 飛 び

込 む保毒虫 数 を 把握 し ， わ い化病の発病程度 を 事前 に 予

測 す る こ と がで き れ ば， 無駄 な殺虫剤散布 を 減 ら し ， 農

家 の 負担 と 環境 に対す る 負荷 を 軽減す る こ と が可能 に な

る 。 こ の よ う な わ い化病の 発病予測技術 を確立す る 一環

と し て ， 野 外 で 捕 獲 し た ア ブ ラ ム シ か ら ELISA で

SbDV を 検 出 す る 技 術 を 開 発 し た (御 子 柴 ・ 本 多 ，

2000) 。 今 回 開 発 し た 検 出 法 の ア ブ ラ ム シ 試料調製手順

を 図-4 に 示 し た 。 虫 体磨砕液 を 有機溶媒 で処理 す る こ

と に よ り MAb を 使 用 し た TAS-ELISA で の 検 出 感 度

(試料 の 吸 光 度 値) が 高 ま り ， ア ブ ラ ム シ l 個 体 か ら

SbDV の 有無 を検 出 す る こ と が容易 と な っ た (表 2) 。

な お こ の 方 法 は 虫体 内 の ウ イ ル ス の有無 を 検出 す る だ け

であ り ， 媒介能力 を評価す る も の で は な い。

こ の検 出 法 で調査 し た 1999 年北海道芽室 町 に お け る

ジ ャ ガ イ モ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ の SbDV 保毒虫 数 を 表-

3 に 示 し た 。 6 月 に ダ イ ズ の 苗 ト ラ ッ プで捕獲 さ れ た ジ

ャ ガ イ モ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ 有麹 虫 は 57 個体で， そ の

う ち 20 個体 (35 . 1 % ) か ら SbDV が検出 さ れ た 。 ア ブ

ラ ム シ の 捕獲 と 同 時 に SbDV の感染時期 を 調 べ る た め ，

ダ イ ズ 苗 (55�60 株) を 5 日 お き に 野外へ放置 し た が，

6 月 に 放置 し た 計 348 株 の ダ イ ズ 苗 の う ち 5 株が SbDV

に感染 し た 。 一方， 7 月 に は 同 じ 苗 ト ラ ッ プで 426 個体

の ア ブ ラ ム シ有麹虫が捕獲 さ れた が， ウ イ ル ス 保毒虫 は

わ ず か 2 個 体 (0 . 4% ) で， 5 日 お き に 放 置 し た 計 346

株の ダ イ ズ 苗 で も ウ イ ル ス 感染 は 全 く 認 め ら れ な か っ

た 。 こ れ ら の 結 果 か ら ， 芽室 町 に お け る SbDV の 感 染

は 6 月 以前 に 起 き る こ と ， 捕獲 さ れた ア ブ ラ ム シ個体数

と 保毒虫数 は必ず し も 比例 せ ず， 黄色水盤 な ど で ア プ ラ
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200μlの燐酸緩衝 食塩水 (0.05

96-Tween-20) を力Hえる

40μlの ク ロ ロ ホ ル ム ，，，-7'タ ノ ー ル

当 面i 混 合i夜を加え 、 激 し く 撹wする

図 - 4 ア プ ラ ム シ 虫体 か ら ウ イ ル ス を 検 出 す る た め の 試
料調製手順 (御子柴 ・ 本多， 2000 よ り 作図)

表-2 ジ ャ ガ イ モ ヒ ゲ ナ ガ ア プ ラ ム シ 磨砕液 に 対 す る 有機溶媒

処理の影響 (御子柴 ・ 本 多 ， 2000) 

有機溶媒処理
l汲光度値 (A 405 nm) 叫

ウ イ ル ス 保毒虫b) 無毒虫

ク ロ ロ ホ ル ム
() . 587 (O 目 30 1 - () . 9 13 ) ') 0 . 0 1 2 (0 . 0 1 0 - 0 . 01 4 )  

十 n プ タ ノ ー ノレ

ク ロ ロ ホ ル ム

無処理

0 . 470 (0 . 1 00 - 0 . 955) 0 . 020 (0 . 0 1 1 - 0 . 045) 
0 . 242 (0 . 107 - 0 .  426) 0 . 02 1  (0 . 0 1 2  - 0 .  038) 

川 : 基質投入 2 . 5 時間後 に 測 定 し た . 刷 : SbDV -YS 系 統感 染 ダ
イ ズ葉で 3 日 間I政汁 さ せ た 2 齢虫 を I 試料 あ た り l 頭， 1 0 試料
を提供 し た . り : か っ こ 内 は最低値 お よ び最高値.

表- 3 1 999 年 に 北海道芽室町でも調査 し た ジ ャ ガ イ モ ヒ ゲ ナ ガ
ア ブ ラ ム シ の保議虫数 (道立十勝農業試験場 と 農業研究
セ ン タ ー の共同研究 に よ る 調査結巣)

調査時期

6 月
(5/31 �6/28) 

7 月
(6/28�7 /27) 

放置 ダ イ ズ前の

捕獲 ウ イ ル ス 感染状況川

ア ブ ラ ム シ 数 保毒虫数 (% ) ( SbDA 感染株数/
放置苗の総数)

57 20 (35 . 1 ) 5/348 

426 2 (0 . 4 ) 。/346

叫 : 5 日 お き に 初生業展開矧 の ダ イ ズ 街 55�60 株 を 放置 し ， 回収
後温室で栽培 し て SbDV 感染の有無 を 調べ た .

ム シ個体数 を 調査 し で も わ い化病の 的確 な 発病予測 は 困

難で あ る こ と がわ か っ た 。 今後 は わ い 化病 の 発生程度が

異 な る 複数の地点 で引 き 続 き ア ブ ラ ム シ の保毒状況 を 調

査 し ， 発病予測技術 を 確立 す る た め の 基礎 デ ー タ を 収集

す る 予定 で あ る 。

お わ り に

媒介虫が異 な る SbDV 系 統 の 発見 に よ っ て ， 東 北 地

方以南 で の SbDV に よ る ダ イ ズ わ い 化 病 の 媒介機構が
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明 ら か に な り つ つ あ る 。 ま た 海外 に お け る SbDV の 分

布拡大 と 新 た な 媒介虫 の発見 は， 今後 日 本国 内 で新 し い

ウ イ ル ス 系統や媒介虫が発見 さ れ る 可能性 を示唆 し て い

る 。 SbDV の ゲ ノ ム 解析 は ， ウ イ ル ス の媒介虫特異性 と

病徴発現機構 を 解明 す る 手がか り を提供す る と と も に ，

RT-PCR な ど に よ る 新 た な ウ イ ル ス 検 出 手 法 を 開 発 す

る 基礎 と な る で あ ろ う 。 こ う し た 基礎的な知見の蓄積に

よ り ， よ り 的確 な わ い化病の発病予測技術 と 効果的な防

除体系 の確立が 可能 に な る と 考 え て い る 。 実際の 防除体

系確立 に 当 た っ て は， 抵抗性 品 種 の 導 入 や 播種期 の 移

動， ア ブ ラ ム シ 忌避資材の活用， 必要 に 応 じ た 殺虫剤の

散布 な ど， 数多 く の 防除技術 を 合理的 に組み合わせ る こ

と が求 め ら れ て お り 解決 す べ き 課題 は 多 い。 今後 と も わ

い化病 を 含 め た ダイ ズ病害虫 の 総合防除 を 目 標 に 研究 を

進め て い き た い 。
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